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《技術 ・家庭科（家庭分野）》

学びをつなげよりよい生活を創造する生徒の育成 (3年次）

ー生活の営みに係る見方・考え方を働かせる協働学習の工夫を通して一
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I 主題設定の理由
1社会的背景から

これからの社会は、予測が難しく変化の激しい時代

と言われている。生徒達がこれからの社会をよりよく

生きていくためには、思考スキルを使って問題解決し

ていく力が求められている。本校研究テーマ21世紀型

思考力を、社会の変化に対応し、 21世紀をよりよく生

きる力を支える思考力と本教科では捉え、研究を進め

ていく。教育課程部会家庭、技術 ・家庭ワーキンググ

ループ資料咋家庭科の今後の在り方の中で、生活上の課

題を設定し、解決方法を考え計画を立てて実践すると

いった問題解決的な学習が効果的に行われていないこ

とを課題として挙げている。そこで、「将来を見通した

生活設計に必要な生活の課題についての内容を充実す

る必要がある。」 とし、今後の家庭科の改善の視点案と

して「家庭科で育成する資賀 ・能力」が示された（図

1)。

0生活を科学的に理解し、生涯を通して安心• 安全 ・ 健康

的な生活を営む実践力を育成する

0生活の課題を解決するために、様々な年代の人と協働

し、コミュニケーションして主体的に参画するカ

●少子高齢化に対応するカ

（子育て理解、森齢者の理解、生涯生活設計能力）

●生活課題を解決するために必要な社会参画カ・コミュニ

ケーション能力（地域コミュニティを構築）

◆持続可能な社会を構築するカ

（消費 ・環坑に配慮したライフスタイルの確立）

●グローバル化に対応するカ

（衣食住の生活文化の継承 • 発信）

図1 家庭科で育成する資質・能力

家庭科は生活に関わる教科であり、社会の変化への

対応を踏まえた指導が今後より一層求められる。「家庭

科で育成する資質 ・能力」（図1)を目指し、本教科の

授業実践を考えていきたい。

2 これまでの研究から

(1) 成果

(1年次）

・21世紀型思考力の育成のため、アクティブ ・ラーニ

ングの視点を取り入れた家庭科の授業を工夫し、食

生活分野で実践することができた。

・知識構成型ジグソー法を取り入れ、健康のためどの

ような食生活を目指せばよいか、生徒一人ひとりが

明確にし、学ぴを深めていくことができた。

・毎時間、振り返りを活用することで、生徒の学びの

プロセス、理解度、気づきが明確になり、授業づく

りにいかすことができた。

(2年次）

・アクティブ ・ラーニングの視点を取り入れた生活文

化の継承 • 発信の授業デザインを実践し、生徒が生

活事象の背景まで考えを広げ、生活事象を多面的 ・

多角的に捉えることができるようになった。

・知識構成型ジグソー法、パフォーマンス課題、 OPP

シートを取り入れた授業を工夫し、深い学びにつな

げることができた。

(2) 課題と改善点

・「主体的な学ぴ」を、生活で生かす「実践力」をはぐ

くむ学習へつなげる工夫と、 「対話的な学び」、「深い

学び」について引き続き研究を行っていく。
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・知識構成型ジグソー法は、新たな知識を自分の言葉

で表現したり、グループで協力して新たな解を作り

出す。本研究では協働学習の工夫の一つとして、取

り入れている。これまでの実践では、エキスパート

賓料の作成 ・改善に時間を費やし、ジグソー法での

思考を深めさせる授業研究は充分とは言えなかった。

今年度は授業内での生徒の気づき、理解、つまづき

を丁寧にみとれるよう研究を進めていく。

3 生徒の実態から

様々な生活事象について捉え考える場面で、多くの

生徒は、表面的な部分、主だった部分での解廂浅咲嘩し

に頼りがちな面がある。『なぜそうなのか？』罪且由は？』

と聞いてみると『教科害に書いてあったから』『そう習

ったから』『そう思うから』と回答する生徒も多い。ラ

イフスタイルが多様化し、答えは一つではないこと、

多様な考えや意見があっていいことをベースに授業を

行っているが、自分の考えであれば何でもよいという

ことではない。課題解決に向けた意見交流の場面で『い

ろんな意見があっていいよ』と教師は声かけを行うが、

その根拠となるのが生活の営みに係る見方 ・考え方で

ある。以上のことを踏まえて本研究では、よりよい生

活を工夫し創造できるよう、生活の営みに係る見方 ・

考え方を働かせる協働学習の工夫を通して思考カ ・判

断カ ・表現力等をはぐくむ家庭科の授業を考えていき

たい。

n 本研究の目的
本研究の目的は、アクテイプ ・ラーニングの視点を

取り入れた持続可能な社会の構築を目指した消費生活

の授業実践を通して、消費生活の営みに係る見方 ・考

え方を理解し、多面的 ・多角的に考え、よりよい消許

生活を創造する生徒を育成することにある。

m 目指す生徒像
1 よりよい生活を目指し、主体的に学ぴ、生活を工

夫し創造できる生徒。

2 持続可能な社会の構築の視点を持ち、多面的・多

角的に消挫生活を考え行動できる生徒。

w 研究内容
1 家庭科におけるアクティブ・ラーニング

教育課程研究会 (2016)「アクテイプ・ラーニングを

考える」 121の中で、「家庭科では、生徒が学習の中で習

得した知識 ・技能を活用し、実生活での実践につなが

る問題解決的な学習を充実させることが重要である。」

と述べられている。また「計画、実践、評価、改善の

一連の学習過程において見通しを立てたり振り返った

りする学習活動を取り入れ、生徒の学習意欲を向上さ

せる指導の展開を工夫することが求められる。その際、

生涯にわたって自立し、共に生きる生活を創造するた

めに、巴習の対象となる生活事象について、協カ ・協

働、健康．快適•安全、生活文化の継承 · 創造、持続

可能な社会の構築等に係る見方 ・考え方を働かせて思

考 ・判断 ・表現し、学習内容の深い理解や資質 ・能力

の育成、学習への動機付け等につながる深い学びを実

現することが必要である。」とある。それを踏まえ、見

方 ・考え方を働かせて思考・判断 ・表現する授業づく

りが必要であると考える。

2 生活を工夫し創造する能力とは

家庭科では「生活を工夫し創造する能力」が「思考

カ ・判断カ・表現力等」にあたり、教育課程部会賓料(3)

の中で、 3つの能力をこれからの生活を展望して、よ

りよい生活を目指して課題を解決し、生活の中で活用

ュヱ嘩3カとし、次のように示されている（図2)
思

考 ①様々な生活事象について他の生活事象と関連付

力 け、批判的に検討し、総合的に考察するカ

②家族 ・家庭や地域における問題を課題として把握
判
し、解決策を構想し、評価・計画するカ

断

力
③実習や観察・実験、調査、交流活動等の結果につ

いて、根拠や理由を明確にして論理的に説明した

表
り、発表したりするカ

現 ⑭也者の意見を取り入れたり、自分の意見を主張し

カ たりして意見交流するカ

等

図2 家庭分野における思考カ ・判断カ ・表現力等

本年度は「①様々な生活事象について他の生活事象

と関連付け、批判的に検討し、総合的に考察する力」

の育成を丁寧に取り組んでいくことで、本教科の研究
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テーマ 「学びをつなげよりよい生活を創造する生徒の

育成」の実現に迫れるものと考え進めている。

「③実習や観察 ・実験、調査、交流活動等の結果に

ついて、根拠や理由を明確にして論理的に説明したり、

発表したりする力」については、1年次の研究実践、

食生活の知識梱成型ジグソー法の授業で取り組んだ。

学校全体で育成に取り組んでいる能力でもある。「④他

者の意見を取り入れたり、自分の意見を主張したりし

て意見交流する力」については、よりよい意思決定カ

にもつながる。可能な限り毎回の授業の中で、はぐく

んでいけるよう意見交流の場の設定を行っている。

また、「生活を工夫し創造する能力」をみとる場面で、

家庭科の学びを自身の生活につなげ、工夫を考えてい

くが、生徒それぞれの生活は異なるので、多様な生活

のエ夫を考えて欲しいが、家庭科の学び以上に考えを

広げることができない生徒も多い。その要因として部

活動や塾通い等、家庭で過ごす時間が減少しているこ

とにより、実践する機会が少ない点が挙げられる。生

活の工夫の仕方について、具体的な例を提示し解を示

してしまうと考えが深まらないため、生活に係る見

方 ・考え方を働かせ、生徒自身に解を導き出させるエ

夫が必要がある。

3 具体的な取り組み

(1} アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業

づくり

アクティブ・ラーニングの視点「主体的な学び」「対

話的な学び」「深い学び」を取り入れた授業づくりを、

平成28年度より取り組んできた。これまでの実践から、

「主体的 ・対話的な学び」を通して「学びが深まる」

ことが見えてきた。寺本 (2016){,Ifは、「主体的な学ぴ」

「対話的な学び」を成立させる六つの要素として、「問

題意識、知識・技能、とらえ方 ・考え方、メタ認知、

合意形成能力、批判的思考」 とし、 アクティプ ・ラー

ニングモデルを示した。その中で、「主体的な学びが成

立する条件として、「問題意識」「知識 ・技能」「と らえ

方・考え方」「メタ認知」の四つの要素が一部に偏るこ

となくバランスよく必要である」としている。

また、「対話的な学びが成立する条件として、「問題

意識」「合意形成能力」「批判的思考」の三つの要素が

一部に偏ることなくバランスよく必要である」として

いる。そこで、寺本 (2016)が示したアクティプ ・ラ

ーニングモデルを参考に、家庭科における「主体的 ・

対話的で深い学び」の生徒の姿を、以下のように具体

化した。

① 「主体的な学びの姿」

• 自分事として生活問題を考え、意思決定し行動

できる。

② 「対話的な学びの姿」

・対話を通して、新たな知識や考え方を共有し、

共通点や違いを整理し、よりよい解や解決に向

けて考えを深め ・広げることができる。

③ 「深い学びの姿」

・習得した知識 ・技能、見方 ・考え方を働かせ、

自分の意見を明確にすることができる。

• 自分の考えや行動が正しいかどうかをメタ認知

し、改善していくことができる。

・自他の意見の共通点や差異を整理 ・調整できる

合意形成能力を働かせることができる。

• 他者の意見を理解 ・ 整理し、目標に対する合理

性を根拠として批判的思考で問題を検討し、最

適解を導くことができる。

・様々な生活事象について他の生活事象と朋連付

け、批判的に検討し、総合的に考察することが

できる。

上記のような学びの姿を目指し、アクティプ ・ラー

ニングの視点を取り入れ、目指すべき授業を検討した。

(2) 持続可能な社会の構築を目指した消費生活の授業

家庭科では、生徒自身が「生活主体者」であること

に気づき、自発的に自身の生活をよりよくしていこう

という意欲を持つことが大事であり、主体的な学びの

スタートとなる。自身の生活をよりよく していこうと

いう意欲（モチベーション）は、生徒個々の生活と密

接に係わっているため、様々な要因により左右される

こともあり、指導の難しさとなることもあるが、 学び

の広がりにもつながる。消跨生活の学習においては、

自身の行動が地球環境や社会に影薯していくという

「消既者」としての自覚持たせ、 学びを深めていくこ

とが大事である。

①消費生活における「21授業世紀型思考力の育成」

諏 研究テーマ 21世紀型思考力を、社会の変化に対

応し、 21世紀をよりよく生きる力を支える思考力と本
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教科では捉え、研究を進めている。持続可能な社会の

構築の視点を持ち、 地球に住む人々、生物、次世代の

幸せにつながるエシカル (ethical・ 倫理的）な消費に

ついて考え、主体的に環境に配慇した消費生活を実践

しようとする力をはぐくんでいきたい。

②エシカル （倫理的）消費とは

消費者庁では、平成27年度に「倫理的（エシカル）

消挫調査研究会」が設置され、平成29年4月に「倫理

的消費」調査研究会取りまとめ「～あなたの消投が

世界の未来を変える～」 15が報告された。その中で、

倫理的消喪とは 「より良い社会に向けた、 人や社会 ・

環境に配廊した消喪行動」と定義している。

③消費生活に係る見方・考え方

消費生活に係る見方・考え方とは、持続可能な社会

の構築の視点を持ち、多面的 ・多角的に消費生活を

考え行動できることである。ESD(持続可能な開発の

ための教育）の視点や、SDGsl7の目標なども考應し、

教材研究を行った。

(3) 知識構成型ジグソー法を取り入れた授業デザイン

知識楠成型ジグソー法16(7りま、 CoREF(東京大学大学

発教育支援コンソーシアム推進機構）の開発した協調

的な学びを引き起こすアクティブ ・ラーニング型の学

習形態である。本校では、平成25年度から 27年度ま

での3年問、「未来を切り拓く対話からの学びー協調学

習による個を生かす授業づくりー」をテーマに全教科で

知識構成型ジグソー法を取り入れた授業づくりを行っ

てきた。家庭科の成果として「知識構成型ジグソー法

を題材の迫入部分で取り入れることで、題材への興味

を裔めることにつながる」「｛也教科との関連性持たせた

視野の広い課題に取り組みやすく有効であった」(81こと

を引き継ぎ、本研究においても 1年次に「食生活」、昨

年度は「生活文化の継承 • 発信」の題材で知識描成型

ジグソー法の授業実践を行ってきた。これまでの研究

から、「問い」「エキスパート賓料」を工夫することで

「主体的」「対話的」「深い学ぴ」へとつながるという

ことが検証できた。今年度も「消費生活 ・環境」の題

材において、題材の導入時に知識構成型ジグソー法を

取り入れ、エキスパート活動、ジグソー活動の中に生

活に係る見方 ・考え方を働かせる場を設定し、 21世紀

型思考力の育成に取り組んでいく。

(4) 一枚ポートフォリオを取り入れた学びのみとり

一枚ポートフォリオ評価法 (OPPA: One Page 

Portfolio邸sessment)(9! は、堀 (2013)によって提唱

された評価法でOPPシートを用いる（図3)。

生徒自身が自らの学ぴ（思考や認知過程の内化 ・内

省 ・外化）の軌跡を自己評価することでメタ認知する

賓質・能力を高めていくことにつながるとされている。

本校でも、いくつかの教科で取り入れており、家庭科

も昨年度より取り入れ、生徒の学びのみとりについて

研究を深めている。

..... ↓ 

とたら'>ltR立 とm
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氏名

.......... と"""'こ....ヽ●9
学ぴの実践 ェ・ス•ヽ―"欝' ,,~ ーブ

9グソー舅' .,. ープ

• 自分で考えた授業タイトル

・授業でわかった事、気づき

• 生活に取り入れていきたいこと

図3 消費生活と環境のOPPシート (A3両面）

V 授業実践

1 2学年実践事例

(1)題材名 私たちの消表生活と環境 （東京書籍）

(2) 目標

・持続可能な社会の構築の視点を持ち、多面的 ・

多角的に消跨生活を捉えることができる。
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・環境に配盛した消抒生活について考え、自分の

買い物の基準について見直すことができる。

(3) 本実践の目的

本題材は、新学習指蒋要領「C消税生活 ・環境」 (1)

(2)で構成されている。自分や家族の消毀生活に関心

を持ち、「金銭の管理と購入」「消費者の権利と買任」

について理解を深め、物賓 ・サービスの適切な選択、

購入及び活用ができること。さらに、自分や家族の消

費生活が深境に与える影薯について理解し、持続可能

な社会の構築の視点を持ち、環境に配慮した消費生活

について工夫 ・実践できる力が求められている。

商品を購入するということは、個人の生活の質や満

足を高めるだけでなく、企業 ・事業者への投票である

こと、買い物の社会的な意味を理解させ、生徒一人ひ

とりが環境や人に優しい社会を作る消費者であること

を自覚できるよう学習を進めていく。

(4) 実践内容

昨年度までの実践から、本実践を行うまで「消費行

動」と「環境への影響」をつなげて考えている生徒が

少ないことがわかった。また、環境保全は大事だと理

解しているが、調理実習などでの生徒の行動を見てい

ると、環境に配慮した行動ができているとは言い難い。

そこで「B衣食住の生活」と関連した内容を充実さ

せ、これまで3学年で行っていた「C消費生活・環境」

を2学年で行い、 3学年で「消喪生活 ・環境について

の課題と実践」につなげていく工夫を行った。従来の

指尊計画では「消費生活」の学習の後に「環境」につ

いての学習を行うが、本実践では「環境」についての

学習後、本題材に入った（表1)。

表1 題材の指導計画

学習内容 授業形態

附中33期の消跨生活について考 グループ
1 

全体・個人えてみよう！

持続可能な社会を目指して買い ジグソー
2 
物の基準を見直してみよう ！ 学習

消牲者 トラプルを解決する方法 グループ
3 
を考えよう！ 全体・個人

消捜者の権利と責任について考 全体・個人

4 えよう！

家庭での省エネ行動の実践を通して「行動変容は難

しいことではあるが、地球温暖化は深刻で自分にでき

ることを取り組んでいきたい」という考えをほとんど

の生徒が持ち、消費生活の学習がスタートした。

第1時では「あなたの買い物は、どのタイプかな」

という問いでスタート、タイプ別にグJv--ープを作り、

それぞれの考えについて、話し合いや意見交流を行っ

た。また、今、欲しいものを3つあげ、それらが本当

に必要なもの (needs)なのか、本当はなくてもいいも

の(wants)なのか考え、商品購入のプロセスをたどり、

買い物のシミュレーションを行った。

第2時では、持続可能な社会を目指し、環境に配慮

した消費行動についての理解を深めるため、知識構成

型ジグソー法を取り入れた。エキスパート活動では、

資料（表2)から情報を読み取り、課題に取り組んだ。

表2 エキスパート資料

エキスパー トA

「買い物は投票、何をどう選ぶ」

エキスパートB

「地球の環境保全に関する表示やマーク」

エキスパートC

「私たちにできること」

エキスパートD

「循環型社会を目指すために」

それぞれの資料の理解がより深まるよう、フェアト

レードチョコや、レインフォレスト・アライアンス認

証マーク入りの紅茶など実際の商品を用意した。生徒

たちは、商品からも情報を読み取り、協力して各エキ

スパート活動を進めていった（図4)。

図4 エキスパート活動の様子

ジグソー活動では、エキスパート資料（表2)の4

つの視点を取り入れながら、エシカルな消喪行動につ

いて理解を深め、メインの問い「誰かの笑顔につなが

るエシカルなお買い物とは？」について意見交流し、
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班の考えを話し合いながらまとめていった（図5)。

＊誰かの笑顔lてつながるエシカlしなお買い物とは？

建1濯疇1l賎入召＇：紐犯··~
禄境4釦恥7ェ了トレギ屁和＇む 1湘
澤入勺り。必要~'Jiく凡砂．和1用灼
□ 7, レ1訊．
芦馳匹塁辺ぬ喜
年苅 Iレ消庚心易所濱代｀によ,11..、,a~.h-13 、
心戎知舷迫地,.Jtを知胡息fし1,,ろ衿．

図5 班の考えをまとめたワークシート

クロストークでは、他の班の考えに触れ、よりよい

消費生活を目指し買い物の基準を見直す意思決定を行

った（表3)。

表3 ワークシート生徒記述

意思決定 理由

フェアトレードやFSC認 フェアトレードすると相

生 証マークのものを買い、よ 手国も自国もWinWinに

徒 りよい消投生活を目指すg なり、 fSC認証マーク

A 外国産の場合、生産者が苦 はCO2削減につながり

しんでいないか調べて確 ェシカルな消乎｛になる，

認する。

哀境や労働者に配慮して そんな買い物や生活をみ

生 いる商品を選んで買った んなが続けると世界中が

徒 り、昔の人々のようにむだ 笑顔になれると思うか

B 使いせず、物を最後まで使 丘

う消費生活を目指したい2

ェシカルな買い物について考えることを通して、環

境や、生産者に配慇した消費行動を考え、全員が自分

の買い物の基準を見直すことができた。

生徒Aは、フェアトレードの利点を理解し、国と国

との対等な関係構築に着目したことが、ワークシート

の記述からみとれる。生徒Bは、環境や労働者（生産

者）に配慮している商品を選ぶこと、また「江戸時代

と循環型社会」の資料を通して、物を最後まで使う大

切さに気づき、意思決定したことがみとれた。意思決

定の理由をワークシートに記述することで、思考を整

理し、自身の考えをより明確にすることにつながって

いた。

第3時では、消牲者トラプルについて理解を深め、

解決方法についてグループで話し合い、互いの考えを

交流し合った。

第4時では、消費者の権利と責任について理解を深

め、題材全体を振り返り、 OPPシートをまとめていっ

た。

(5) 実践の考察

① 生徒の学習の評価

生

徒

C 

生

徒

D 

生

徒

E 

学習後の生徒の記述から、消費生活に対する意識

の変容や、消費生活で学んだことを、生活に生かそ

うとする姿をみとることができた。

また、生徒自身が気づいた変容として、学習前は

「消費とは、自分（個人）だけの事として考えてい

たが、学習後 自/¥.の消費が社会や環汽と関係して ・

いることに気づいたので、社会や環境への影幽を考

え行動するようになったJという内容が最も多かっ

t-~o 

表4 OPPシート生徒記述

題材学習後の生徒記述

・学習前は、消晋生活は自分だけに関係していることだ

と思っていたけど、学習後は地球や環境など、世界の

ことに関係していて、アフリカなどの人の生活に関わ

っていることがわかった。これからはそのことをふま

えて、 3回に1回フェアトレードチョコを買ったり、

環境のことをしつかり考えていきたい。

・学習後、買い物をする時に商品にどのようなマークが

ついているか確認したり、その商品がリサイクルでき

るかどうかを考えるようになりました。

欲しいいものがあったら、それが本当に必要なもの

かどうか {needsかwants)を考えるようになりまし

t~-• 

・学習前は、値段、品質だけ見ていたので、それで、長

い時間、何を買うか迷ったこともありました。買った

後も、その選択が正しかったのか、もやもやしていま

した2でも、フェアトレード商品などを買うことで、

買い物で何かできるとわかったので、あまりもやもや

せずにすむと思います2マークを探して買いたいです2

生徒Cは学習後、自身の消費生活が地球や環境につ

ながっていることに気づき、自分の状況にあった消挫

生活を目指した。生徒Dは、マークの確認を通した商

品の吟味、発生抑制の視点を持つことができた。生徒

Eは、商品選択の基準に値段 ・品質、 プラス社会貢献

という新たな視点を見いだしたことが記述よりみとる

ことができた。
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② 授業デザインの振り返り

本題材は、これまで生徒に自分事として考えさせる

のが難しい分野であった。その理由として自分で働い

て収入を得ているわけではないので、 「将来のための

学習」「自分で買うものって、ほとんどないよ」など主

体的になれない姿が見られた。また、これまで3学年

での学習であったため、受験生ということもあり、学

校と塾中心の日々で、「最近の買い物って 1ヶ月以上前

だった」という生徒も多かった。

そこで、これまでの課題を踏まえ、本実践は2学年

で実施できるように指導計画の見直しを行った。修学

旅行前後だったということもあり、消費に係る機会も

多く題材全体を通して、消費生活の学びと自身の生活

をつなげ主体的に考えることができていた。

ェシカルという言葉に初めて触れる生徒がほとんど

で、最初のクラスは、ジグソー活動でのつまずきが見

られた。そこで、エキスパート賓料の中に「エシカル

消費には正解はありません。場所や時代によって異な

ります。今の時代、これからの社会にとって何が必要

か？どのような課題や問題があるのか？問題や課題に

どうやったらエシカルなアプローチができるのか考え、

想像することが大切です。」という文を入れ改善を行っ

たことで、生徒達は解の方向性を見出し、話し合いを

進めることができていた。

本実践は、「消費生活」と「環境」をつなげて考える

ことができるよう授業デザインの工夫を行った。学習

主

前後のウェビング ・マップ（図6)の記述からも、「消

跨生活」と「環境」をつなげることができていること

がみとれた。また、生徒たちの「消費生活」について

の知識の広がりもみとることができた。

③ 実践を踏まえた授業の改善点

消費生活と環境をつなげ、消費生活について多面

的 ・多角的に深く考えさせることができた実践となっ

たが、自身の消費生活の課題解決に向けた取り組みに

ついては、生徒の記述のみであるため、「エシカルな消

費行動をしていきたい」という思いを多くの生徒が持

つことができたとみとることはできたが、実践のみと

りとしては充分とは言えない。今後は、家庭での実践

をレポートにまとめるなどの活動を取り入れ、改善を

図りたい。発信することにより、それぞれの生徒の実

践を共有でき、さらに広がりのある学習にできる。

また、新学習指導要領（平成29年告示） ttQでは「C

消費生活 ・環境」に「金銭の管理と購入」「消毀生活 ・

環境についての課題と実践Jが新設された。本実践は、

疇可能な社会の楠築に向けて考え工夫することに重

きを置いた研究であるが、消費者被害が低年齢化して

いる状況を踏まえ、計画的な金銭管理の必要性、クレ

ジットなどの三者契約についての学習の充実が言われ

ており、 3学年で行う「消跨生活 ・環境についての課

題と実践」にうまくつなげていけるよう指導の工夫を

行っていきたい。

図6 生徒のウェビングマップ記述

-97 -



VI 成果と課題

1 成果

(1) 持続可能な社会の構築の視点を持ち、多面的・ 多

角的に消費生活を考え行動できる生徒の育成

・アクティプ ・ラーニングの視点を取り入れた授業デ

ザインを工夫することで、学びを通して、 生徒自身

が消費生活の課題に気づき、消費行動の変容を促す

ことができた。

・エシカル消野について考えることを通して、持続可

能な社会の構築の視点で、消費生活を捉え行動しよ

うとする生徒の姿が見られた。

・「自分の消跨行動と環境とのつながりを、グローバル

な（地球規模の）視点で考えて行動することができ

る」について題材の学習前は「YES」が50.0%で

あったが、学習後83.0%に増えた。約8割の生徒が

持続可能な社会の構築の視点で消費行動を考え、「商

品購入の選択肢にフェアトレード商品が加わった」、

「本当に必要なものだけを購入するようになった」

などの行動変容や意思決定がOPPシート、ワークシ

ートを通して、みとることができた。

(2) 知識構成型ジグソー法を取り入れた授業デザイン

・エキスパー ト狡料の視点を生活に係る見方 ・考え方

とつなげ、見方 ・考え方を働かせる場を設定してい

くことで、題材ではぐくむ資質 ・能力の育成、目指

す生徒像に迫れることが、 3年間の実践を通して検

証することができた。

・授業内での生徒の気づき、理解、つまずきを丁寧に

みとり、思考を深めさせる授業づくりを行うことが

できた。

(3) 一枚ポートフォリオを取り入れた学びのみとり

・OPPAを取り入れたことで、題材全体の見通しを生

徒に持たせることができた。また、生徒自身がOPP

シートで、学ぴのプロセスをメタ認知することで学

びが深まり、実生活における実践へとつながること

が見えてきた。

2 課題

・身に付けた知識及び技能を生活に生かし実践する際、

一度限りの実践で終わらぬよう、課題解決のプロセ

スの連続性や、和み重ね定着を図ることを視野に入

れ、指逹計画の改善を図っていく。

・OPPシー トの活用や、評価の生徒へのよりよいフィ

ードバックを工夫し、生徒一人ひとりの学ぴのみと

りの充実を固っていく。
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